
起動パラメータの設定例 - 外部変動データ登録（機能）

「起動パラメータ」の設定およびメニューからの起動について、具体例は以下のとおりです。

外部変動画面Ｐ設定（機能）で「外部変動処理コード」を登録します。

複数の支給区分で同一の「外部変動処理コード」を登録することが可能です。

以下の例では、支給区分「1」（賞与1）、「2」（賞与2）に対し、同一の外部変動データ処理コード「業績賞与」を登録しています。

外部変動画面情報（テーブル）（抜粋）

支給区分

0 （給与） ・・・＜設定1＞

1 （賞与1） ・・・＜設定2＞

2 （賞与2） ・・・＜設定3＞

＜設定1＞　支給区分「0」（給与）の外部変動処理コード「勤怠DATA」を設定する場合

プログラム登録（機能）－ プログラム情報入力画面（抜粋）

　以下の①②のいずれかで登録します。

　　① 「外部変動処理コード」（第1パラメータ）と支給区分（第2パラメータ）を設定

　　　　外部変動処理コード「勤怠DATA」、支給区分「0」（給与）で外部変動画面情報（テーブル）を検索し、画面起動します。

　　② 「外部変動処理コード」（第1パラメータ）のみ設定 （「支給区分」（第2パラメータ）を省略）

　　　　外部変動処理コード「勤怠DATA」で外部変動画面情報（テーブル）を検索し、取得した支給区分「0」（給与）で画面起動します。

外部変動データ登録（機能）－ 起動パラメータ「勤怠DATA,0」（抜粋）

起動時に支給区分「0」（給与）の外部変動処理コード「勤怠DATA」を設定した状態で画面を初期表示します。

項目「支給区分」「外部変動処理コード」は操作不可です。

外部変動データ処理名称外部変動データ処理コード

勤怠DATA

業績賞与

業績賞与

勤怠DATA

業績賞与（夏期）

業績賞与（冬期）
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＜設定2＞　支給区分「1」（賞与1）の外部変動処理コード「業績賞与」を設定する場合

プログラム登録（機能）－ プログラム情報入力画面（抜粋）

　以下の①②のいずれかで登録します。

　　① 「外部変動処理コード」（第1パラメータ）と支給区分（第2パラメータ）を設定

　　　　外部変動処理コード「業績賞与」、支給区分「1」（賞与1）で外部変動画面情報（テーブル）を検索し、画面起動します。

　　② 「外部変動処理コード」（第1パラメータ）のみ設定 （「支給区分」（第2パラメータ）を省略）

　　　　外部変動処理コード「業績賞与」で外部変動画面情報（テーブル）を検索します。

　　　　支給区分「1」（賞与1）、「2」（賞与2）の両方で同一の外部変動処理コード「業績賞与」を登録しているため、

　　　　支給区分の小さい方（「1」（賞与1））を優先し、画面起動します。

外部変動データ登録（機能）－ 起動パラメータ「業績賞与,1」（抜粋）

起動時に支給区分「1」（賞与1）の外部変動処理コード「業績賞与」を設定した状態で画面を初期表示します。

項目「支給区分」「外部変動処理コード」は操作不可です。

＜設定3＞　支給区分「2」（賞与2）の外部変動処理コード「業績賞与」を設定する場合

プログラム登録（機能）－ プログラム情報入力画面（抜粋）

　以下の①で登録します。②では起動できません。

　　① 「外部変動処理コード」（第1パラメータ）と支給区分（第2パラメータ）を設定

　　　　外部変動処理コード「業績賞与」、支給区分「2」（賞与2）で外部変動画面情報（テーブル）を検索し、画面起動します。

　　② 「外部変動処理コード」（第1パラメータ）のみ設定 （「支給区分」（第2パラメータ）を省略）

　　　　外部変動処理コード「業績賞与」で外部変動画面情報（テーブル）を検索します。

　　　　支給区分「1」（賞与1）、「2」（賞与2）の両方で同一の外部変動処理コード「業績賞与」を登録しているため、

　　　　支給区分の小さい方（「1」（賞与1））を優先し、画面起動します。

　　　　このように、「支給区分」（第2パラメータ）を省略することはできません。

　　　　起動パラメータに支給区分（第2パラメータ）を必ず設定する必要があります。

外部変動データ登録（機能）－ 起動パラメータ「業績賞与,2」（抜粋）

起動時に支給区分「2」（賞与2）の外部変動処理コード「業績賞与」を設定した状態で画面を初期表示します。

項目「支給区分」「外部変動処理コード」は操作不可です。
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